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ロータリーの職業奉仕入門 

 

「ロータリーの樹」はロータリーの職業奉仕を理解する最もよいと資料と思われます。 

これは、2008 年 RI 国際協議会の全体会議において、渡辺好政 RI 理事が「ロータリーの樹・

2008」と銘打ってロータリーを「一本の樹」に例えて、ロータリーの奉仕活動における職業

奉仕の位置づけを行いながら、「ロータリーにおける職業奉仕の重要性について」の講演を

行った時のものを一部修正し、シカゴにおいて開催された「2013 年 RI 規定審議会の審議を

経て採択されたもので、以下は渡辺好政氏の説明です。 

「1905 年、ポール・ハリスら４名によって創始された最初のロータリークラブは、その

歴史が示すように、初めに、親睦、助け合いから始まりました。すなわち、ロータリーの樹

に水と栄養を送る「根」は「クラブ奉仕」であります。ロータリークラブ会員は、クラブと

いう学校で相手のことに思いを馳せ、相手を助けるという『奉仕の理想』を学び、その真意

が『共存共栄』であることがわかります。『クラブ会員』は、ロータリーの目的を基本とし

て、H.テーラーによって実証され、ロータリアンの行動規範である「四つのテスト」による

奉仕活動の実際を体得することによって、『ロータリアン』に進化してまいります。ロータ

リークラブ会員からロータリアンに進化してゆく過程の基盤には、A.シェルドンの『超我の

奉仕』、『もっとも奉仕するもの、最も多く報いられる』が存在いたします。私たちは、この

２つのモットーを１枚のコインの表・裏と考えながら、日常の奉仕活動に邁進しております。

ロータリーは「理念の高唱」に終わるのではなく、「行動の哲学」なのであります。」 

 ここで話されているところを、ロータリーの歴史の中で見ていくことにしましょう。 

 

ロータリーの奉仕の理念の確立 

1905 ポール・ハリス 「親睦」でスタートする。 

1906 ドナルド・カーター 「奉仕」の考え方を持ち込む。   

1911  ベンジャミン・フランクリン・コリンズ 

    奉仕は「自己犠牲」（Service not Self）と提唱する。 
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 1912  ロータリーの目的が採択される。 

1912  アーサー・フレデリック・シェルドン 

     コリンズの「自己犠牲」はいきすぎであるとし「超我の奉仕」（Service above Self） 

に修正する。 

1915 ロータリーの倫理訓が採択される。 

1921 アーサー・フレデリック・シェルドン 

   「他人に最もよく奉仕する者が、最も多く報いられる」を提唱する。 

   （One profits most who serves best） 

1931 ハーバード・テーラー 

会社再建のため「四つのテスト」考案し実践する。その後 RI 理事会は 

「四つのテスト」を職業奉仕の構成要素として採用する。 

1954 ハーバード・テーラー「四つのテスト」の版権を RI に寄贈する。 

 

ロータリー誕生当時の定款（シカゴクラブ） 

 一人一業種制度の限定会員制クラブとして４名で創立する。 

  第１条 会員の事業上の利益の増大 

  第２条 社交クラブに付随する親睦 

 

創立時は「親睦」団体で“Back Scratching”（お互いの背中を掻きあう）の 

世界であったが、やがて奉仕を行うクラブに変わっていった 

 

ドナルド・カーター入会物語（奉仕の理念の導入） 

入会を誘われたカーターは、一業種一会員制は自分達だけのエゴイズムであり、他の同業

者、一般地域社会の職業人達はどうなるのかと疑問を呈した。そこで、定款を改正し 

第３条 シカゴ市の利益をより推進し、市民の中にシカゴ市に対する誇りと忠誠の精神を普

及することを追加した。奉仕の理念「われらの親睦のエネルギーを世のため人のた

めに」が導入されたことにより、ドナルド・カーターは喜んで参加した。 

 

ロータリーの目的(1912) 

 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことに

ある。具体的には、次の各項を奨励することにある。 

第１  知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。 

第２  職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと 

      認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること。 

第３  ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において日々、奉仕

の理念を実践すること。 

第４  奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際 

      理解、親善、平和を推進すること。 
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ロータリアンは一人一人が自らを高め、日々奉仕の理念を実践することを説き、 

その対象は、事業のみならず社会生活にわたっている 

 

ロータリーの倫理訓(1915) 

要旨 

この倫理訓の目的は、個人の完成をその基礎とし国家の永続はただ自我を温存するためな

りとの立場をとるギリシャ的倫理観ではなくして、この倫理訓の根本前提は、愛なのである。

すなわち、ロータリアンが正しいことをなすのは、単に自我を温存させるためだけではない

のであって、他人を滅すよりはむしろ 他人に滅されんことを選ぶ、という立場をとるから

である。 

 

奉仕は個人の完成を前提とし、他者を先に考えることを説いている 

 

奉仕の思想の確立 

 1911 年ベンジャミン・フランクリン・コリンズは「ロータリーの奉仕というものは、自

分を犠牲にして宇宙を支配している神に帰依すること、これがロータリーの奉仕であると

「Service not self」を提唱した。これに対し、アーサー・フレデリック・シェルドンは「ロ

ータリーは宗教的なクラブではない、自己犠牲は行き過ぎだ」とし、「Service above self」

（超我の奉仕）を提唱した。そして、シェルドンの「超我の奉仕」ロータリーの奉仕の理念

となった。さらに、1921 年にシェルドンはロータリーの行動理念として「One profits most 

who serves best」（他人に最もよく奉仕する者が、最も多く報いられる）を提唱した。こう

して、これらが奉仕の理念となった。 

 

２つのスローガンは渡辺好政氏の言うようにコインの裏表の関係 

つまり理念と行動理念の関係にある 

 

「四つのテスト」成立の物語 

 ハーバード・テーラーは、1931 年にクラブ・アルミニウム社（従業員２５０人）の再建

を引き受けた。当時、社は経済恐慌のあおりで破産状態（４０万ドルの借金）であり、また

アルミ食器業界の現状は大変厳しかった。テーラーは、如何にすれば再建が可能になるか６

週間の沈思黙考し、この状態を切り抜けるためには、全員が極めて倫理的な立場をとらねば

ならぬと考えた。正義こそ力の源だ。従業員が正しさに耳を傾け、それによって行動するよ

う管理運営ができれば万事うまく行くと思い、そこで、社内中の誰もが頭の中に納め、そし

て対人関係での思考と言動に応用できるような座右銘が必要であると考えた。こうして出来

上がったのが「四つのテスト」である。 

 1930 年代のクラブ・アルミニウム社では、あらゆることが、四つのテストに照らして判

断され、やがてディーラーや顧客、従業員の間、同社に対する信頼と好意が生まれていった。
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四つのテストは、社風の一部となり、やがてクラブ・アルミニウム社に対する信望は高まり、

財政の改善に寄与することになり、こうして、1937 年までに、同社の負債は完済され、 

その後の 15 年間では、株主対して 100 万ドル以上もの配当が支払われ、同社の純資産は 

200 万ドル以上に達した。 

 その後、RI 理事会は「四つのテスト」を職業奉仕プログラムの構成要素として採用し、

ロータリーの行動規範とした。ロータリー創立 50 周年に当たる 1955-56 年度 RI 会長に 

就任したハーバード・テーラーは「四つのテスト」の著作権を RI に移譲した。 

 

四つのテストはロータリアンの行動をテストするものです 

 

四つのテスト 

「言行はこれに照らしてから」 

真実か どうか 

みんなに公平か 

好意と友情を深めるか 

みんなのためになるか どうか 

 

ロータリーの奉仕 

 ロータリーの奉仕は「Thoughtfulness of and helpfulness to others」（思いやりの心をも

って他人のために尽くす）と説明されています。奉仕は一般に「世のため人のために尽くす」

ことと理解されているが、ロータリーの奉仕は、一方通行のものではなく、他人を思いやる

ことと対になった理念であることを説いています。 

 

ロータリーの奉仕の理念の日本への導入 

ロータリーの理念が日本に入ってきたとき、大いに研究がなされた。実は日本では江戸時

代から同様な考え方「商人道」があり、近江商人の「三方よし」はその代表的ものである。

また下村彦江門の「先義後利」はまさに「Service above Self」と考えられるでしょう。こ

のような背景から、ロータリーの奉仕の理念は日本ロータリーにスムーズに受け入れられた

と思われます。 

 

「入りて学び、出でて奉仕せよ」 

 ロータリーでは、この標語がよく使われています。「入りて学び」はロータリーがロータ

リアンの修練の場であること（内なる人づくり）、「出でて奉仕せよ」はロータリアンが外に

働きかける人づくり（外なる人づくり）のことで、人づくりはこれらが両輪となって行うも

のとの意味でしょう。 

米山梅吉氏は、ロータリーは「人生の道場である、人づくりの修練の場」と言っています。 
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「ロータリーは人づくり」について 

 歴代の RI 会長は「人づくり」について次のように述べています。 

 

1954-1955 RI 会長ハーバード・テーラー 

“Rotary is maker of friendship and builder of men”「ロータリーとは、友情を育み、 

人と社会をつくり、世界各国の人々の間に善意と友情を芽生えさせる団体である」、「ロー 

タリーのしなければならない大きな仕事に人格者を育てること、つまり人づくりではない 

かと、私は思っています。政界や実業界において、また地域社会や家庭において‐生活の 

様々な領域において有能な役に立つ人物を育成すること‐そのことこそローリー・クラブ 

のなすべき仕事ではありますまいか。よい市民、よい指導者を育て上げることは是非必要 

なことであります。」 

 

1974-75 RI 会長ビル・ロビンス 

“Rotary’s first job is to build men” 

「ロータリーが最初に行うべきことは人づくりである。」 

 

1982-83 RI 会長向笠広次 

「ロータリーの効果は精神的汚染の治療にとどまらず、個々のロータリアンの性格をも 

変えるという積極的効果をもたらす。つまり、真に熱心なロータリアンに対する報いは、 

より親切な心と優れた性格が与えられることである。」 

 

ロータリーの社会に果たす役割 

 社会不祥事が多発し、世界各国の自己主張が対立している状況をかんがみると、ロータリ

ーの行動哲学は益々重要性を増しているように思われます。「共存共栄の哲学」、「人づくり

の哲学」を学び行動することはとても大切なことと考えられます。佐藤千寿氏は「ロータリ

アンはみな善人だ。しかし善人であるだけではだめなのであって、我々は積極的に善をなさ

なければならない。我々が黙っていてはちっともよくならないのだ」と説いています。 

ロータリーは一人一人が行動する集まりなのです 

 

“ロータリーの”職業奉仕について 

この小冊子のタイトルを「職業奉仕」としないで「ロータリーの職業奉仕」としました。職

業奉仕は職業を通して世のため人のために尽くすということですから、近江商人の「三方よ

し」のように職業倫理をもって自らの職業を行うということでしょう。ロータリアンはこの

ことを順守することは当然のことですが、それに加えて「人づくり」と、そのことを通した

社会への奉仕の実践が求められています。「自らを成長させながら奉仕を続ける」このこと

を明示するために「ロータリーの」という冠を付けています。 
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『ロータリアン』について 

「ロータリーの樹」の説明では、「クラブ会員」はロータリーの目的を基本として「四つの

テスト」による奉仕活動の実際を体得することによって、『ロータリアン』に進化してまい

ります、と説かれています。ここで言われている『ロータリアン』は真の（究極の）ロータ

リアンと考えられます。“進化し続ける”ことが大切で、進化し続ける会員は「ロータリア

ン」と呼ばれるにふさわしいと考えられます。ロータリーは成長を続ける団体なのです。
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Q&A 

 

＜ロータリーの樹について＞ 

1. Q ロータリーの樹は成長していくのでしょうか？ 

A ロータリーの活動概念をロータリーの樹として視覚的に理解できるように表現し

ていますが、時代の流れと共に樹のようにロータリーも当然成長していきます。年輪

を重ね幹は太っていきます。また、樹になる果実も変わっていくことでしょう。しか

し「根」と「幹」は変わりません。私たち会員は、幹が太ってゆくよう奉仕活動を行

っていかなければなりません。成長をとめないで成長を続ける樹のようにであり続け

ること、そのためには奉仕を実践することが必要でしょう。ロータリーの奉仕の哲学

の根底には人づくりがあり、２つのモットーと四つのテストを常に心に置きながら行

動しなければなりません。 

 

2. Q ロータリーの奉仕とロータリーの職業奉仕の違いはあるのでしょうか？ 

A ロータリー設立以来貫かれている理念として、ロータリアンは、ロータリーの奉仕

の理念をもとに職業を通して奉仕することと考えられます。このように考えると、ロ

ータリーは職業人のあつまりですから、ロータリーの職業奉仕とロータリーの奉仕活

動は重なり合っていると解釈してもいいのではないでしょうか。 

 

3. Q クラブ奉仕と職業奉仕はどのような関係になっているのでしょうか？ 

A ロータリー活動の最も大切な基盤となる活動はクラブ奉仕です。ここではロータリ

アンの人づくりが行われます。ロータリーの樹で説明されているように、クラブ奉仕

はロータリーの樹に水と栄養を送る「根」で、職業奉仕はその上に成長する幹です。

水と栄養がなければ樹は育ちません。このことからこうして育ったロータリアンが職

業奉仕を行います。幹の先には枝が伸び果実を実らせます。これらが青少年奉仕、社

会奉仕と国際奉仕であるわけです。これらの奉仕は広い意味では職業奉仕に含まれる

ものであることを示しています。 

 

＜ロータリーの奉仕について＞ 

4. Q ロータリーの奉仕とはどのように実践したらいいでしょうか？ 

A ロータリーの奉仕の原則は個人奉仕、つまり’I Serve’です。クラブとして行う奉仕

活動はこの個人奉仕のための手本や訓練とみなすべきであることが『決議 23-34 第 6

条 G 項』にも記されています。ロータリーの会員はまず、「自分の職業を通じて社会に

奉仕する」という理念と行動を実践する必要があります。さらに、個人奉仕を実践す

るロータリー会員が、地域社会の人びとのためにクラブとしての奉仕活動をおこなう

ことが求められています。 
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5. Q 「職業」と「奉仕」とは一見別々の言葉ですが、どう結び付けたらいいのでしょう

か？ 

A ここで、「職業」と「奉仕」について考えて見たいと思います。ロータリーの奉仕

は「思いやりの心をもって他人のために尽くす」ということですから、さまざまな局

面においての「思いやりの心」を持って行う奉仕です。また、職業奉仕は職業を通し

て行う奉仕ですから、ロータリアンは職業活動やクラブでの活動を通して得たものを

社会に還元し、奉仕するということになるでしょう。活動も一方的でなく、「相手を思

いやる」ことが大切です。また、この活動を通してロータリアンにも多くの得るもの

があると考えられます。 

 

＜職業奉仕の実践＞ 

6. Q 職業奉仕は具体的にどのように実践したらいいのでしょうか？ 

A 職業奉仕の具体的な実践方法として、職業活動やクラブの活動を通して得たものを

社会に奉仕することが基本であると考えます。ここではまず「I serve」について考え

てみましょう。個人が行う職業奉仕ですから、まずご自身の職業活動についての奉仕

が考えられます。ここで中心となるキーワードの一つとしては「人づくり」でしょう。

このことは、RI 会長が何回も言及されています、企業モラルが失われつつある現在、

社内教育などを通じての「倫理観の高い人づくり」が最も重要視されるべきことと考

えられます。職場で、ロータリーの倫理基準を推進するには、まずロータリーの倫理

訓を理解することが大切でしょう。説かれている倫理訓は普遍的なもので、職場に知

らしめるためにはハーバート・テーラーの行ったことが参考になると思います。それ

は、職場の一人一人と同じ目線で語り合うことから始めることが重要ではないではな

いかということです。ご自身の職場での活動についてはいうまでもないでしょうから、

社会に対しておこなう職業奉仕の実践ということでは『出前授業』や「職場体験」な

どになるでしょう。ロータリアンの皆様の経験、特に自己の成長と夢の実現のお話を

することは若者を勇気づけます。今の状況は努力して得られたものであることをお話

しいただくのはふさわしい話題でしょう。例えば切り口として「夢」「生命」「絆」な

どのテーマでご自分の人生の経験をお話しするのはどうでしょうか。これらの活動で

中学生や高校生に話しかける時、相手を思いやる心が大切です。上段から知識を与え

るといったことは避けたいものです。倫理観の高い『思いやりの心』を持って行う職

業活動やクラブの活動を通して得たものを社会に奉仕・還元するのであれば、どのよ

うな活動も素晴らしいことでしょう。 

 

7. Q 具体的にはどのような職業奉仕がふさわしいのでしょうか？ 

A では、ロータリアンが行う「倫理観の高い人づくり」についてですが、現在最も求

められているものがなんなのかを考えてみますと、企業の不祥事が多発し、国家間や

民族間の対話も成り立ちにくくなっている状況を鑑みると、ロータリアンそれぞれの

成長もさることながら若い人の人材育成がそれだと思われます。それも国際的視野を
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もって、若者を見守る、若者と対話する、若者に交わって遊ぶ、若者と活動すること

を通じて哲学や理念の継承と伝達を行う事などが大切なのではないでしょうか。若い

人たちにとって私たちロータリアンの立派な職業人としての背中を見て学ぶことは沢

山あるでしょうし、素晴らしいことでしょう。人材育成が主眼ですので、知識の伝達

というより、人間教育・道徳教育の側面が強調されるでしょう。また、ロータリーの

奉仕の理念である「相手を思いやる心」を持って、若者と接することが大切ではない

でしょうか。 

 

8. Q ロータリーと他の団体とどう違うのでしょうか？ 

A ロータリーは、誕生当初より「I serve」を主として活動している団体です。ロータ

リークラブとは、ロータリアンの集合体であり、奉仕の機会をロータリアンに与える

だけのものなのです。職業を持っているのはロータリアン個人ですから職業奉仕の実

践が出来るのは個人ということになります。しかし、多くの他の団体は寄付を主なる

活動としています。これは「I serve」に対応した言葉でいえば「We serve」と言える

のではないでしょうか。クラブの考え方、ロータリアンの考え方は多様でしょうから、

さまざまな「Serve」が行われていることでしょう。どの活動も素晴らしいものです。

ロータリーは奉仕を実践している集まりなのです。 

 

9. Q 例会出席と職業奉仕とはどのような関係にありますか？ 

A 又、例会出席と職業奉仕との関係ですが、ロータリーの例会は職業人が相集い、時

間を共有し「親睦」を深め、互いに学びあう「人づくり」の場でもあります。例会の

場で様々な考え方に会い、自らを高めていくことが求められています。例会の場で人

脈を培い自らを高め、それぞれの職業活動を通して人づくりを行い、さらに自らを高

めてゆくという、「例会→職業奉仕→例会」という循環の最初のステップです。ロータ

リーはこのことからも例会出席をロータリアンとして成長する重要な要素と考えてい

ます。 

 

10. Q 職場で、ロータリーの倫理基準を推進するにはどうしたらいいでしょうか？ 

A まずロータリーの倫理訓を理解することが大切でしょう。説かれている倫理訓は普

遍的なもので、職場に知らしめるためにはハーバード・テーラーの行ったことが参考

になると思います。職場の一人一人と同じ目線で語り合うことから始めることが重要

でしょう。（「4 つのテスト」成立の物語 P3 参照） 

 

11. Q 企業の社会的責任についてロータリーはどのように考えますか？ 

A 最近多発している不祥事も企業の指導者の姿勢の問題が大きいと思われます。ロー

タリーは各分野の代表的な方の集まりですから、ご自分の企業はもとよりお知り合い

の企業の代表の方ともロータリーの倫理訓を話し合い理解していただく努力をするこ

とはロータリアンとしてふさわしい仕事と思います。 
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12. Q  クラブの職業奉仕委員長の責務はどのようなことでしょうか？ 

A クラブの会員が職業奉仕の考え方を理解し、クラブの実情に合わせて奉仕すること

を後押しするのが役割です。したがって、クラブ毎に取り組みは異なってくると思わ

れます。クラブで行われている固有な取り組みを継続されていくことが大切と思って

います。委員長の務めとしては、会員に「ロータリーの職業奉仕」を理解していただ

くことに努めること、各会員からの職業奉仕実践の考えを取り上げ、「I serve」の考え

にのっとり、奉仕が実現するよう後押しする努力をしていただければと念願します。 

 

13. Q ロータリーは企業活動で儲けたお金の使い方についてどのように考えますか？ 

A 会社ですから、社員、ステークホルダーに還元することは当然ですが、会員はさま

ざまな方法で社会に還元することが大切でしょう。ハーバード・テーラーは商品の誇

大宣伝はせず、その価値を正しく消費者に伝えることで信用を獲得しました。また、

利益を社会事業に充てることも重要でしょう。 

 

14. Q ロータリー精神は決して特殊なものではなく、職業人が持つべき考え方です。ロー

タリーに入会していない人でも同じ考えを持っている人は多数いると思いますが、ロ

ータリーに入っているメリットは何でしょうか？ 

A ロータリーに入ることで社会的ステータスを得るといった考え方は、今は成り立た

ないでしょう。やはりメリットは、様々な業種の方と接しまた奉仕活動を共にし、自

分づくりを行い、さらに外に向かって奉仕することにあるでしょう。ロータリーは倫

理運動を行っている団体であるとかんがえるのが妥当だと思います。 

 

＜若者に働きかける＞ 

15. Q 出前講義や職業体験はロータリーのやるべきことでしょうか？ 

A 会員はいま社会で何が求められているか常にアンテナを張っておく必要があるで

しょう。それは何なのでしょうか。現在はソフト・ストックの時代と言われているそ

うです。若者・中年・老年がそれぞれのストック（知識や技能など）を持ち寄り共有

する社会になっていく必要があるといわれています。ロータリアンのストックは何で

しょうか。職業人としての経験は最も重要なストックで、さらに奉仕活動で得たスト

ックを持っています。このストックを使う対象は若者でしょう。クラブの若者たちと、

ローターアクトの若者と、インターアクトの若者と、などなど様々な場があります。

出前授業や職場体験もその一例です。 

 

16. Q 若者にどのようなことを話すのがいいのでしょうか？ 

A ロータリアンの皆様の経験とくに自己と成長と夢の実現のお話をすることは、若者

を勇気づけます。今の状況は努力して得られてものであることをお話しいただくのは

ふさわしい話題でしょう。たとえば、切り口として「夢」「生命」「絆」などのテーマ

でご自分の人生の経験をお話しするのはどうでしょうか。これらの活動で中学生や高



- 11 - 

 

校生に話しかけるとき、相手を思いやる心が大切です。上段からの知識を与えるとい

ったことは避けたいものです。 

 

＜職業奉仕活動と社会奉仕活動の違いについて＞ 

17. Q 自分の職業に関連する活動は職業奉仕であり、社会奉仕に当てはまらないのです

か？ 

A いずれも受益者が地域社会や他人であり無償の奉仕の場合、職業奉仕と社会奉仕の

区別がつきにくいと言う意見があります。その見分け方、正しくは「仕分け方」とし

て、会員の職業上のスキルや知識、職業観などを活かす活動は、職業奉仕活動になる

と説明しています。 

但し、奉仕する内容は様々であり、どちらとも区別できない活動も実際にあります。

又、受益者が青少年であるから、クラブによっては出前授業を青少年奉仕活動として

行っている場合もあります。 

職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕というように区切ることは難しくナンセンスな事か

もしれませんが、クラブに於いてどの奉仕活動がどの奉仕部門に区別されるかを判別

されるのがよろしい事かと思います。 

但し、歴史的なことを紐解きますと、1989年に採択された「ロータリアンの職業宣言

（Declaration for Rotarians in Business and Professions）」では「青少年や地域

社会に対する技術提供」という表現で、「職業人としての社会奉仕」を職業奉仕と認

めています。 

これまで、地区職業奉仕委員会としては職業奉仕活動として出前授業、職場体験学習、

職場見学、職業奉仕委員長卓話、職場奉仕フォーラムなどを会員の職業上のスキルや

知識、職業観などを活かす内容であることから職業奉仕活動と説明させて頂いており

ます。 

 

＜その他＞ 

18. Q ３つのスローガンの関係はどうなっているのですか？ 

A 3 つのスローガンの関係についてですが、「超我の奉仕」は奉仕の理念を、「他人に

最もよく奉仕する者が、最も多く報いられる」は行動理念を表すと考えられ、ちょう

どコインの裏表の関係となっています。そして、日々、奉仕の理念を実践したかどう

か（行動規範）をテストするためのものが「四つのテスト」です。 

 

19. Q 四つのテストの第３番目の「好意と友情を深めるか」は何のためにあるのですか？ 

A 四つのテストの第３番目の「好意と友情を深めるか」これがロータリーの本質的な

ところと考えられます。ほかのテストはすべて「Yes」「No」で答えられますが、この

テストはそうではありません。このことは、ロータリーは「人づくり」、つまり「自分

つくり」が基本になり、「他人つくり」につながることを言っているのです。 
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20. Q 一業種一会員制は何のためにあったのですか？ 

A さて、一業種一会員制ですが、ロータリー設立当初からこの制度がありました。こ

れは異業種の会員との交流で様々な考え方を吸収し自分を成長させることを目指して

いたといえるでしょう。この制度のおかげで、クラブは次々と子クラブをつくり、多

くのクラブが誕生したわけです。 

 

21. Q 現在、職業奉仕は RI で軽視されているのではないですか？ 

A そのような傾向はあると思います。職業奉仕の考えが矮小化されていきますと、他

の団体との差は小さくなることでしょう。ロータリーは企業経営者の集まりで、奉仕

の理想に基づいて「人づくり」を実践している団体という考えを基本に、将来のロー

タリーのあり方を考えていく必要があるように思われます。ロータリーへの主婦の入

会を可能にするという問題も、ロータリーの職業奉仕という観点から考えることが重

要でしょう。 

 

22. Q 人づくりは日本的な考え方ですか？ 

A 日本人にはとても分かりやすい考え方と思います。本文の注釈で書いたように、歴

代の RI 会長も人づくりは大切だと力説しています。ロータリーは職業を通した人づく

りの実践団体であると考えるのは妥当と思われます。 

 

23. Q 会社で人を雇い、利益をあげて納税することが職業奉仕と言えるでしょうか？ 

A 会社で人を雇い、利益をあげて納税することが社会貢献に繋がり職業奉仕にも繋が

るのだと言う意見もありますが、このことは会員であれば当然行わなければならない

ことです。しかし、このことだけに閉じこもっていては真のロータリアンを目指すこ

とはできないでしょう。会員は自ら奉仕実践することでロータリアンに進化して行く

のです。 

                  

                  2016 年 5 月 6 日初版 

                  2017 年 6 月 13 日改訂 


